
作業計画書（例）

滝川労働基準監督署

今年に入り、滝川労働基準監督署管内において、フォーク
リフトに足を轢かれた労働災害が３件発生しました。
当署管内において、フォークリフトによる労働災害の発生

事例は多くありませんが、一度発生すると重篤な被害を及ぼ
すおそれがあるものです。
法定の事項が遵守されているか今一度確認の上、フォーク

リフトによる労働災害防止対策を徹底してください。

・作業計画

・接触の防止

作業場所の広さ及び地形、機械の種類及び能力、
荷の種類及び形状に適合しており、運行経路及び
作業の方法が示されている作業計画を定めること。

運転中のフォークリフトや、運搬している荷に接触するおそれのある箇所に労働者を立
ち入らせないこと。

・制限速度
作業場所の状態に適応した制限速度を定め、それ
により作業を行うこと。

・転倒・転落の防止
運行経路について必要な幅員を保持、地盤の不
同沈下の防止、路肩の崩壊を防止する等の措置
を講じること。



北海道労働局のホームページに滝川労働基準監督署からのお知らせとして、当署で作成したリーフ
レット等を掲載しています。以下から閲覧できますのでご活用ください。
北海道労働局ＨＰ（ホーム）＞ニュース＆トピックス＞労働基準監督署からのお知らせ＞滝川労働基
準監督署からのお知らせ（https://jsite.mhlw.go.jp/hokkaido-roudoukyoku/news_topics
/kantokusho_oshirase_0005_07.html）

・就業制限

・特定自主検査（年次）
・定期自主検査（月次）
・作業開始前点検

異常を認めた場合は、直ちに補修する。

・点検及び定期自主検査の実施

最大荷重 運転資格

1t以上 技能講習修了者

1t未満 特別教育修了者

・使用の制限
許容荷重や安定度等の能力を超えた使用を
しない。

適正な①前後照灯、②ヘッドガード、
③バックレストを具備したフォークリ
フトと、十分な強度のあるパレットを
使用しましょう！

・立入禁止
フォーク及びフォーク
により支持されている
荷の下への立ち入りを
禁止すること。

・荷の積載
偏荷重とならないよう積載すること。

・運転位置から離れる場合の措置
フォークを最低降下位置に置き、原動機を
止めてブレーキを確実にかける等逸走防止
措置を講じること。

・搭乗の制限
乗車席以外の箇所に労働者を乗せないこと。

荷のつり上げや労働者の昇降
等に使用しない。

・修理等
修理又はアタッチメントの装着・取り外し
の作業を行うときは、作業手順を決定し、
安全措置状況を監視する指揮者を定めること。・移送及び積卸

・平坦で堅固な場所で行う。
・道板は十分な長さ、幅、強度を有するもの
を使用し、適当な勾配で確実に取り付ける。

・主たる用途以外の使用の制限

① ②

③


